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慢性複雑性尿路感染症に対す るCeftazidime (SN401)の 使用経験

吉 峰 一 博 ・百 瀬 俊 郎

九州大学医学部泌尿器科学教室

(主任:百 瀬俊郎教撰)

新合成cephalosporin系 注射用抗生物質Ceftazidime (CAZ, SN401)を 九州大学泌尿器科入院

患者のうち,慢 性複雑性腎孟腎炎3例 と慢性複雑性膀胱炎9例 に使用 した。投与方法は1回1gを

1日2回 静注が9例,点 滴静注が3例 で,投 与期間は全例5日 間であった。

臨床効果の判定は12例 全例について行ない,著 効6例,有 効4例,無 効2例 とな り,有 効率

83.3%で あ った。細菌学的には18株 中,消 失16株,存 続2株 であった。

副作用は自他覚症状は1例 も認めず,臨 床検査所見ではGOT, GPT, Al-Pの 高値を示したもの

が1例 みられたが,使 用前からやや高値で,本 剤投与終了後,短 期間で改善した。

Ceftazidime (CAZ, SN401)は,英 国 グ ラ ク ソ社 で開

発 され た新 し いcephalosporin系 の 注 射 用 抗 生 物質 で

あ り,Fig.1に 示 す 化 学 構 造 を有 す る。

Fig.1 Chemical structure of CAZ

CAZは 各種細菌の産生する β-1actamaseに 対 して極

めて安定であり,グ ラム陽性菌ならびにグラム陰性菌に

対して広域なスベクトラムを有し,特 にP.aeruginosa,

ブ ドウ糖非発酵のグラム陰性桿菌ならびにSerratiaに

対 して強い抗菌作用を有する。また,筋 注または静注に

ょり投与量に比例した高い血中濃度が得られ,体 内では

ほとんど代謝されずに,大 部分が未変化体のまま尿中に

排泄 され,そ の尿中排泄率は投与後6時 間までに約85%

と高 率である。また安全性に関しては動物実験にて高い

安全性が認められている1)。 このような基礎的成績を踏

まえ,わ れわれは九州大学医学部泌尿器科において慢性

複雑性尿路感染症患者に本剤を投与する機会を得たので

その臨床成績を報告する。

I. 投与対象と投与方法

昭和56年8月 より昭和57年1月 までの6か 月間に,

九州大学医学部附属病院泌尿器科に入院 した患者 の う

ち,尿 路に基礎疾患を有し慢性複雑性尿路感染症と診断

された12例 を対象とした。疾患の内訳は慢性腎孟腎炎

3例,慢 性膀胱炎9例 であ り,疾 患病態別で はG-1:1

例,G-4:6例,G-5:1例,G-6:4例 であった。性別

は男性8名,女 性4名 であ り,年 齢は20歳 か ら87歳 ま

でであった。投与方法は,1回1gを1日 朝夕2回 静注

が9例,点 滴静注が3例 であった。投与期間は全例5日

間とした。

II. 観察項目,臨 床効果および副作用の検討

原則 として開始 日と投与終了翌日に臨床症状の観察と

検査を行なった。 自覚症状として頻尿,排 尿痛,腰 痛,

発熱の有無 ・程度を尿所見として白血球数,尿 中細菌の

菌種同定と菌数測定を行なった。

臨床効果は,UTI薬 効評価基準(第2版)2)お よびそ

の補遺3)に 準じ,尿 中白血球数,細 菌によって判定し,

著効 ・有効 ・無効 とした。副作用については,ア レルギ

ー反応などの自他覚的症状と臨床検査値(末 梢血 肝機

能,腎 機能)に 及ぼす影響を検討した。

III. 成 績

投与12例 の詳細はTable1に 示すとおりである。臨

床効果判定は12例 全例について検討した。膿尿に対す

る効果は,正 常化7例,改 善3例,不 変2例 であり,細

菌尿に対する効果は,陰 性化9例,減 少1例 菌交代1

例,不 変1例 であり,臨 床効果は著効6例,有 効4例,

無効2例 で総合有効率は83.3%で あった。

細菌学的効果は起炎菌18株 中16株 消失し,消失率は

88.9%で あ った。分離菌の推移の詳細はTable3に ま

とめた。特にEcloacaeは4株 中4株,P.cepaciaは3

株中3株,S.marcescenSは1株 中1株 消失したことが

注目された。また,P.aeruginosaは5株 中3株(60%)

が消失した。本剤投与後出現菌はC.freundii1株 だけ

であった。

IV. 副 作 用

12例 全例について副作用を検討したが,自 他覚的副

作用はなんら認められなかった。投与前後の臨床検査値
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Table 2 Overall clinical efficacy of CAZ in complicated UTI

Table 3 Bacteriological response to CAZ 
in complicated UTI

の検討ではCase2お い て薬 剤投与後GOT, GPT, 

Al-Pの 中等度の上昇を認めたが,こ の症例は投与前よ

りGOT, GPT, Al-Pの 上昇を時に認め,右 腎摘除術

中の肝の所見では,肝 の表面に軽度の炎症性の変化を認

めた症例であ り,薬 剤投与後,肝 庇護剤投与にて約2週

間で投与前値に回復した。またCase6の 白血球数の増

加とAl-Pの 上 昇は原疾患(膀 胱腫瘍の骨転移)に よる

ものと思われる。

V. 考 按

penicillinやcephalosporinな どの β-lactam系 抗

生物質は,細 菌細胞壁の生合成を抑 えて 抗菌力を表わ

す。人体細胞には細胞壁が存在せずその作用点がないた

め選択毒性をもち,ア レルギーを注意すれば副作用が少

なく臨床で頻用されている4)。 尿路感染起炎菌も変化し

て お り,β-lactam系 抗 生 物質 に 対 し て,β-lactamase

に よ る不 活性 化 な ど に よる 耐性 菌 も増 加 して いる5)。耐

性 菌 対 策 と して β-lactamaseに 対 す る阻害 剤 とこの酵

素 に安 定 な薬 剤 が研 究 され てい る6)。CAZは7-amino-

cePhalosporanic acidの7位 側 鎖 にaminethianolyl-

carboxypropyl-oxyimino基 を,ま た,3位 側鎖 にpyri-

dineを 導 入 し,各 種 細菌 の 産 生す る β-lactamaseに 対

して 極 め て安 定 であ り,グ ラム陽性 菌 な らびに グラム陰

性 菌 に 対 して広 域 な スペ ク トラムを 有 し,特 にP.aeru-

ginosa,ブ ドウ糖非 発 酵 の グラ ム陰 性桿 菌 な らびにser-

ratiaに 対 して強 い 抗 菌作 用 を 有 す る1)。 われわれの臨

床 成 績 に お い て,総 合 有効 率 は83.3%と 極 めて満足す

べ き結 果 を得 た。 起 炎 菌 の消 失 率 は88.9%と 優れてお

り,特 にP.cepacia100%,E.cloacae100%と 優れて

お り,ま たP.aeruginesaは5株 中3株 消失 と満足すべ

き結 果 を 得,S.marcescensに 関 しては症例 が1例 のみ

なが ら完 全 に消 失 した。

副 作 用 に関 して は 自他 覚的症 状 は なん ら認 め な か つ

た 。 臨床 検査 値 の 異 常 はGOT, GPT, Al-Pの 上昇が

1例 に お い て認 め られ た が,そ の症 例 自体 が薬剤投与前

よ り潜 在的 肝 障 害 の 存在 が疑 わ れ た症例 で あ り,薬 剤投

与 後約2週 間 で投 与 前 値 に 回復 して いる。

今 回 の臨 床 経 験 を,効 果 ・副 作用 ・細菌学 的検索など

か ら総 合 的 に判 断 す る と,本 剤 は 慢性 複雑性 尿路感染はこ

は 有用 な薬 剤 と考 え られ た。
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Table 4 Laboratory findings before and after administration of CAL

Fig. 2 Results of laboratory examination peripheral blood

RBC WBC Hb

S-GOT S-GPT BUN Creatinine
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CLINICAL EXPERIENCE WITH CEFTAZIDIME (SN401) IN 

CHRONIC COMPLICATED URINARY TRACT INFECTIONS

KAZUHIRO YOSHIMINE and SHUNRO MOMOSE 

Department of Urology (Derector : Prof. S. MOMOSE) 
Faculty of Medicine, Kyushu University, Fukuoka, Japan

Ceftazidime (CAZ, SN401), a new synthetic cephalosporin derivative, was administered to 12 
in-patients with diagnosed urinary tract infections at Department of Urology of Kyushu University 
Hospital. The patients were treated with 2 g per day of CAZ for 5 days. 

The clinical evaluation was made in 12 cases according to the 2 nd Edition of Criteria for Clinical 
Evaluation in UTI. The clinical efficacy was proven to be excellent in 6 cases (clinical efficacy rate 
50%), moderate in 4 cases and poor in 2 cases (overall clinical efficacy rate 83.3%). 

Bacteriologically, 16 out of 18 strains isolated from all cases were eradicated after treatment with 
CAZ. 

No side effects of the drug were observed. Abnormal laboratory findings were noted in one case 
with moderate elevation of GOT, GPT and Al-P, but these values had been high even before CAZ 
administration and became normal stortly after completion of the administration.


